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※ 生命又は身体の安全がおびやかされるような重大な事案が発生した場合
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速やかに市教育委員会や警察等の関係機関へ報告する。市教育委員会の支援のもと、管理職が中心となり、学校全体で組織
的に対応し、迅速に事案の解決にあたる。
事案によっては、学年及び学校のすべての保護者に説明する必要の是非を判断し、必要があれば、当事者の同意を得た上で、
説明文書の配付や緊急保護者会の開催を実施する。

事案によっては、マスコミ対応も考えられる。対応窓口（教頭）を明確にし、誠実な対応に努める。

いじめが起こった場合の組織的対応の流れ

事実関係のみをメモし、整理する。特に本人や保護者からの訴えをよく聞いて、事実関係を具体的にメモして整理する。

いじめの発見は、①本人からの訴え②教師が見つける③保護者からの訴え④その他とあるが、それぞれの場合において、いじめは緊急
の問題だという認識をもち、その後の指導にあたる。

いじめの発見、訴えからいじめ事実関係の報告、関係者の情報などにより、指導方針決定を２４時間以内に行う。
（報告・連絡・相談を密にして，適正・迅速な問題処理を行う。）
　　・加害者、被害者との個人面談による事実関係の把握
　　・加害者の保護者への連絡
　　・被害者への配慮　・傍観者への指導
いじめが解決したかどうかを本人および保護者に確認して、解決するまで継続して取り組む。
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共通理解

日常の観察（明日の学習・生活・授業・部活動）・アンケート・教育相談・保健室・周囲の生徒からの訴え

担任・学年主任等

いじめ対応サポート班（緊急対策会

報告・共通理解

報告・事実関係の把握

指導方針の決定・指導体制の編成

対応班編成

事案の内容により、メンバーの決定

生徒指導担当 教頭

調査班編成
事案の状況により、メンバーの決定

（学年主任・生徒指導主事・教育相談担

当・担任・養護教諭・部活動顧問）

調査方針・役割分担決定

情報を得た教職員

校長

再発防止・未然防止活動

継続指導・経過観察

対応班によるいじめ解消に向けた指導
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↓
・坂井西警察署（生活安全係）

・児童相談所

・坂井市愛護センター
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